
緊
張
感
の
中
に

も
親
善
ム
ー
ド
が
漂
っ
て

い
ま
し
た
（
開
会
式
か
ら
）

松戸市と大邸廣域市（韓国）の中学生によるバドミントン親善交

流大会が、８月３日（士）・４日(日)、松戸運動公園体育館で行われまし

た。

この交流大会は、大郎廣域市・ハルビン市（中国）・本市の３都

市でスポーツを通じた友好を広げようと平成元年にスタートしたも

ので、今年で８回目を数えます。これまでサッカーやバスケットボ

ールなどさまざまな種目が、それぞ れの市を会場として開催さ れま

したが、今年は、大郎廣域市のバドミントン選手団16 人が松戸市を

訪れ、市内選抜の21 選手と熱戦を繰り広げました。

試合中、会場から熱い声援が送られる中、選手たちは力いっぱい

のプレーで、日ごろの練習の成果を発揮しました。

また、大邸廣域市の選手たちは、市内の選手宅にホームステイし、

家族ぐるみで温かな交流が行われました。一緒に松戸花火大会を見

物したり、浅草やディズニーランドを訪れたりと、スポーツを 通じ

て結ばれた友情の輪を‐ 層深めました。この交流は、選手たち にと

って夏休みの素晴らしい思い出になったことでしょう。

獣スポーツ課S63-9241 番

スポーツを通じて

広がった国際交流の輪

「ナイスプレー」の連続でした

人口と世帯

人口

男

女

世帯

460,548, 人

233,796, 人

226,752人

173.028 世 帯

［　 －97 ］

［　 －61 ］

［　 －36 ］

「　+104]

主な内容

防災特集

コート上では、力いっぱい技を競

い合いました

二
人
の
選
手
（
右
か
ら
三
番
目
が
金

く
ん
、
五
番
目
が
蒲
く
ん
）
が
中
山

選
手
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た

／

第六中学校

吉田奈央さ ん

相
手
選
手
の
ス
マ
ッ
シ
ュ

を
打
つ
と
き
の
音
が
全
然
違

う
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た

が
、
精
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
れ

た
と
思
い
ま
す
。
花
火

ム
ア

イ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
の
交
流

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

花火が打ち上がるたびに歓声が上が

り まし た（松戸花火大会から）

「一 家４人 全員が バドミントン をし ており 、喜んで

お 預かりし まし た。日韓 辞典を ときどき 読みな がらコ

ミ ュニ ケーションし てい ますが 、言葉の障害 は感じ ま

せん。ど のよう に接し たら よい のかいろいろ 考え まし

た が、う ちの子ども だちと 同じ ように接 する のが一番

で すね。 昼の試合で疲 れている のか 、家 では のんびり

とくつろ いでい ます」と中山選手のお父さん （右から2

番目）は話してく れまし た。

大 邱 東中 学 校

キム 水ンリョン
金　 弘 燮く ん

相
手
の
ひ
た
む
き
さ
が
伝

わ
り
、
僕
も
一
生
懸
命
頑
張

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
あ
ま
り
緊
張
せ
ず

に
、
自
分
の
力
を
大
い
に
発

揮
す

る
こ

と

が
で

き

ま
し

た
。

試
合

中
は

、
真
剣
そ
の

も
の
の

プ
レ

ー
で
、
今

ま
で
磨

き
上
げ

た
技

量
を
競
い
合

っ
た
日

韓
の
選

手
た

ち
。
し

か
し
コ

ー
ト

を

離

れ
る

と
、
ス
ポ

ー
ツ
を

通
じ
て

結
ば
れ

た
友
情
を

確
認
し
合

っ

た

四
日
間

と
な
り

ま
し
た

。
大
邸

廣
域
市
の

選
手

た
ち
は

、
滞
在
期

間
中

、
市
内
の

選
手
宅
に

ホ
ー

ム
ス
テ
イ

。
家

族
の

皆
さ

ん
と

す

ぐ
に
溶
け

込
み

、
楽
し
い

思
い
出
を

つ
く
る
こ

と
が
で
き

ま
し

た

。

松
戸
市
・
大
邸
廣
域
市
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
親
善
交
流
大
会

白井聖地公園の使用者を募集

市民交通傷害保険にご加入を

情報チャンネル

相談あんない ほか
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８月１日現在

［
］
は
前
月
比



市営白井聖地公園の

焼骨保有者（2親等以内の焼骨を保有し、かつ埋火葬許可証の原本?
保有している人で、焼骨を5年以内に埋蔵できる人 ）には163 区画、

焼骨保有者以外の人には20 区画

申

し

込

み

受

け

付

け

日
時
・
：
９
月
2
8
日
(
土
)
～
3
0
日
(
月
)
、

午

前
９

時
～
午

後
４

時

会
場
・：
市

役

所
（
本
館

二

階
大
会

議

室

）・
白

井
聖

地
公

園
管
理

事
務

所

持
参
す
る
物
：
①
申
込
申
請
書
②

所
定
の
ハ
ガ
キ
（
切
手
を
張
っ
た
も

の
）
③
印
鑑
④
住
民
票
（
本
籍
・
住

所

・
氏

名

・
世
帯

主

・
続

柄

が
記

載

さ

れ
て
お

り
、
平

成

８
年

９
月

２
日

以

降

に
発
行

さ

れ
た
も

の
）

※
土

・
日

曜
日

・
祝
日

は

住

民
票

の

交
付

は
行

い
ま
せ

ん
。
申

し
込

み

は
、
一
世
帯

一
区
画

に

限
り

ま
す

。

申

込

案

内

書

の

配

布

期
間
…
９
月
１
日
(
日
)
～
3
0
日
(
月
)

（
土
・
日

・
祝
日
を
除
ぐ
。
た
だ
し
、
９

月
１
日

は
白

井

聖
地
公

園

管
理
事

務

所

で
の
み
配

布

し
ま

す
）

会

場

…
市

役
所
・
各

支

所
・
白
井

聖

地
公

園
管

理
事

務
所

・
白
井

町
役

場

申

し
込
み

で

き
る
人
・：
市

内
ま

た

は
白

井
町

に

一
年
以

上
居

住

（
平

成

７
年
９
月
2
7
日
ま
で
に
住
民
登
録
）

し

て

い
る
人

で
、
既

に
白
井

聖
地
公

園
を
使
用
し
て
い
な
い
人

※
重

複
し
て
申
し
込

ん
だ
場

合
に
は
、

す

べ
て
無
効

と
な

り
ま

す
。

抽

選日
時
・
：
1
0
月
1
4
日
(
月
)
、
普
通
墓
地

＝
午
前
1
0
時

か
ら

、
芝

生
墓
地

＝
午

後

１
時
1
5
分

か
ら

会
場

…
市

役
所

本
館

二
階
大

会
議

室※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で

通

知

し
ま

す

。

ご
来
場

の
際

は
、

駐
車

場

が
狭

い
の
で

電
車

・
バ
ス

等

を

ご
利
用

ぐ

だ

さ
い
。

な
お

、会
場

の
収
容

人
員
（
五
十

人
）

に

達
し
次

第
締

め
切

り
ま

す
。

使

用

料

と

管

理

料

納
入
期
限
・
：
1
1
月
８
日
(
金
)

※
当
選

者

に
納
入

通
知

書
を

郵
送

し

ま

す

の
で
、
必

ず
期

限
内

に
お

支

払

い
く

だ

さ

い
（
支

払
方

法
は

Ｉ

括

払

い
で
す

）
。
期

限
内

に
納
付

さ
れ
な

い
場

合
は

、
辞
退

し
た

も

の
と
み

な
し

、
当

選
無

効
と

な
り

ま

す
の
で

ご
注
意
く

だ

さ
い
。

使

用

許

可

証

の

交

付

日
時
…
1
1
月
2
5
日
(
月
)
午
前
９
時
～

午
後
４

時

会

場
：
市

役
所

本
館
二

階
大
会

議

室

持
参

す

る

物
・：
①

使

用

料
・
管

理

交 通 機 関

使
用
料
・
管
理
料

種別  向き  区分  区画数  使用

料  管理料

料
の
支
払
領
収
書
②
当
選
通
知
（

ガ

キ
③
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
保

険
証
な
ど
）
①
印
鑑

※
本
人
ま
た
は
家
族
以
外
に
は
交
付

し
ま
せ
ん
。

使
用
許
可
日
・
：
1
2
月
１
日
(
日
)

圖
緑
地
管
理
課
白
井
聖
地
公
園
係

コスモス祭り

敬
老
お
こ
づ
か
い
・
祝
い
品
を

8月31日(土)午前10時から

江戸川河川敷で

市

で

は

、
「
市

民
に

親
し

ま

れ

る

江

戸
川

」
を

め
ざ
し

、
松
戸

三
郷

有

料

橋
下

の
約

一
万

四
千

平

方
口

の
土

地

を
耕
し

、
江

戸
川
松

戸

フ
ラ

ワ

ー

ラ
イ

ン
実

行
委

員
会

や
フ

ラ
ワ

ー

ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア

の
皆
さ

ん
に
コ

ス

モ
ス

の
種

を
ま

い
て

い
た

だ
き
ま

し
た

。

コ
ス

モ
ス
も
順

調

に
生

育
し
て

い

ま

す

の
で

、
夏

休

み
最

後

の
日

に
「
コ

コスモスの花でいっぱいの江戸川河川敷

ス
モ
ス
祭
り
」
を
行

い
ま

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

８
月
3
1
日
(
土
)
午
前
1
0
時

～
正
午
（
雨

天
の
場
合
は

翌
日

）
　
会
場
江
戸
川
河

川
敷

（
松

戸

三

郷
有
料

橋
下
）
　

内
容
ク
イ
ズ
・

水
ヨ
ー
ヨ
ー
・
模
擬
店
ほ

か※
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

亘

川
を
き
れ
い
に
す
る
課

差
し
上
げ
ま
す

敬

老

お

こ

づ

か

い

対
象

平

成
８
年

４
月

１
日
現

在
、

本

市

に
住
民

登
録

・
外

国
人

登
録

を

し
て
い
る
満
六
十
九
歳
以

上
の
人
（
昭

和

２
年
４

月
１

日
以

前
に

生
ま

れ
た

人

）
　

金
額
七
千

円

※
左
表

の
日
程

で

お
渡
し

し
ま

す
。

会
場

は
大
変

込
み
合

い
ま

す
の
で
、

通
知
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
た
時
間

帯

に

ご
来

場
く

だ
さ

い
（
詳

し
く

は
、
８
月
下
旬
に
該
当
者
に
お
送

り
す
る
通
知
ハ
ガ
キ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）
。

敬
老

祝

い
品
　
　
　
　
　
　
　

一
｀

対
象
平
成
８
年
９
月
1
5
日
現
在
、

満
七
十
歳
～
八
十
九
歳
の
人

※
敬
老
お
こ
づ
か
い
と
一
緒
に

二

部
地
域
で
は
町
会
・
自
治
会
を
通

じ
て
）
お
渡
し
し
ま
す
。

高

齢

者

祝

い
品

対

象
平

成
８

年
９

月
!
5日

現
在

、

満

九
十
歳
以

上

の
人

※
新

た
に

九
卜

歳
に

な
っ
た

人
と

九

十
九
歳
以

上

の
人

に
は
、

市
か

ら

直
接
お
伺

い
し
て
お
渡

し
し

ま
す

。

そ
の
他

の
人

に
は
自

宅

に
お
送

り

し

ま
す

。

囲

な

が

い
き
課

庶
務

係

日 程表

期日  会場  時間

中

学

校

卒

業

程

度

認

定

試

験

を

実

施

し

ま

す

対

象

①
９
年

３
月
3
1
日
ま

で
に
満

干
五
歳
以
上
に
な
る
人
で
、
現
在
保

護

者

が
義
務

教
育

諸
学
校

に
就

学
さ

せ

る
義

務
を
猶

予

も
し
く

は
免

除
さ

れ
て

い
る
人

、
ま

た
は
以
前

に

さ
れ

た

人

②
保

護
者

が
旧
尋

常
小
学

校
ま

た

は
旧

国
民

学
校

に
就
学

さ
せ

る
義

務
を

猶
予
ま

た

は
免
除

さ
れ
た

人
③

義

務

教
育

諸
学
校

を
卒

業
で

き
な
か

っ
た

人
（
９
年
３

月
3
1
日

ま
で

に
満

十
六

歳
以
上

に

な
る
人

に
限

る
）
で

、

保
護

者

が
手

続

き
を
し

て
猶
予

ま
た

は
免

除
を
受

け

な
か

っ
た

が
、
猶
予

ま
た

は
免

除
を
受

け

る
こ
と

の
で

き

る
事

由
と
同

等

の
事

由
が
あ

っ
た
と

文
部

大
臣

が
認

め
た
人
　

願

書

受
付

期
間
９
月
４
口
伽
ま
で
（
土
・
日
曜

口

を

除
ぐ

）
　
受

付

場
所

県

教
育
庁

学

校
教

育

部
指
導

課
（

千

葉
市

中

央

区
中

央
四

の

一
三

の
二

八

）
　

試
験

日
1
1
1
1
月
８
日
(
金
)

肩

県
教

育
庁
学

校
教

育
部
指

導
課
義

務
教
育
係
昔
0
4
3
・
2
2
3
・
4
0
5
9
番

審

議

会

等

の

委

員

名

簿

を

閲

覧

で

き

ま

す

市

に

は
各

種
の
審

議
会
等

が
設

置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
８
月
2
9
日
(
木
)
か

ら

、
こ

の
委
員

名
簿

の
閲
覧

や
コ

ピ

ー
サ

ー
ビ
ス
（
有
料

）
を
行

政
資
料

セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
別
館
一
階
)
で
行
い

ま

す
。

ま
た

、
行

政
資
料

セ

ン
タ

ー
で

は

行

政
に

関
す

る
各
種

の
刊

行
物

を
取

り

そ

ろ
え

て

お
り
ま

す

の
で
、

ぜ
ひ

ご
利
用

く
だ

さ

い
。

亘

総

務
部

総
務
課

情
報
公

開

係

小

金

市

民

セ

ン

タ

ー

が

休

館

し

ま

す小

笠
市
民

セ
ン

タ

ー
は
改
修
工

事

の
た
め
、
1
1
月
５
日
(
火
)
～
９
年
２
月

2
8日

南
の
間

休
館
し

ま

す
。

な
お

、
ホ

ー
ル
・
和

室
・
会

議

室
・

茶

室

・
料

理
教
室

・
図

書
館

は
、
１

月
５
日
(
日
)
か
ら
使
用
で
き
ま
す
〔
受

け
付
け
は
１
月
４
日
(
土
)
か
ら
〕
。

圖

小

金
支

所

容
4
1
・
5
1
0
1

番

「

建

築

物

防

災

週

間

」

特

殊

建

築
物

の

調
査

を
行

い
ま

す

８
月
3
0日
金
～
９
月
５
口
米
は
、

「
建
築
物
防
災
週
間
」
で
す
。

期
間
中
、
市
で
は
病
院
・
デ
パ
ー

ト

ー
ホ
テ
ル
な
ど
の
特
殊
建
築
物
を

対
象
に
、
防
災
査
察
や
建
築
物
の
窓

ガ
ラ
ス
・
外
壁
等
の
落
下
物
調
杏
を

行
い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

亘
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

平

成

８

年

社

会

生

活

基

本

調

査

を

実

施

し

ま

す

総
務

庁
統

計

局
（
千

葉

県

）
で

は

、

1
0月
１

日

現
在
で

、
社

会
生
活

基

本

調
査

を
実
施

し
ま

す
。

こ

の
調

査
は

、
一
日

の
生

活

時
間

の
配
分
や
自
由
時
間
活
動
の
実
態
を

種

々
の
側
面

か

ら
と
ら

え

、
国
民

生

活

の
向
上

を
図

る
上
で

必
要

と

な
る

諸
施

策
を

立
案

す

る
た

め

の
基
礎

資

料
と

な

る
も

の
で
す

。

９

月
下

旬

に
、
調

査
員

が
調

査
世

帯

を
訪
問

し
て

調
査
票

の
記
入

を
お

願

い
し
ま

す

の
で

、
ご
協

力
ぐ

だ
さ

い
。

亘
県
企
画
部
統
計
課
酋
0
4
3
・
2
2
3
・
2

2
2
5

番

6
9歳

の

人

の

医

療

費

助

成

の

申

請

手

続

き

が

簡

単

に

既

に
各

支
所

で

六
卜
九

歳

の
人

の

医

療
費
助

成

の
申
請

を
受

け
付

け
て

い
ま
す
が
、
８
月
５
日
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ

ン
の
導
入

に

よ
り
受

給

資
格
証

が
即

時

交
付

で
き

る
よ
う

に

、
ま
た

助
成
申
請
書
の
記
入
も
簡
素
化
さ
れ

ま
し
た

。

な
お
、
六
卜
九
歳
に
な
ら
れ
た
人

に
は

、
受

給

資
格

証
交
付

申
請

手
続

の
通
知

を
（

ガ
キ

で
お

送
り
し

て

い

ま
す

。

圃

な

が
い
き
課

福
祉
係

道
路
は
正
し
く
美
し
く
使
い

ま
し
ょ
う
。

固
道
路
維
持
課

墓地使用者を募集

8/28(水

) 29(

木)30(

金)9/ 2(

月) 3(

火) 4

(水)5

(木)6

(金)9

(月)10(

火)11(

水)12(

木)13(

金)

六実市民 セン ター

稔台市民センター

六実市民センター

稔台市民センター

馬橋東 市民セン ター

馬橋支所

八ヶ崎市民センター

松飛台市民センター

古ヶ崎市民センター

ニ十世紀が丘市民センター

馬橋市民 センター

小金原市民センター

小金原市民センター

明市民センタ ー

ハ柱市民センター

常盤平市民 センター

小金北市民センター

常盤平市民センター

五香市民センター

市民会館

東部スポーツ パーク

市民会館

新松戸市民センター

総合福祉会館

小金市民センタ ー

午
前
1
0時
～
午
後
３
時

普通墓地

｜（5㎡ ）

133区画

芝生墓地

50区画

東 向

西 向

東 向

西向

焼骨　60

一般　 ５

焼骨　63

一般　 ５

焼骨　20

一般　 ５

焼骨　20

一般　 ５

468,000 円

418,000 円

368,000 円

(カロート代含む)

328,000 円

(力ロート代含む

年額4,800 円

※4年4ヵ 月分

一括前納額

21,424 円

(消費税含む)

※次[]]更新時

からは ，５

年度分一 括

前納

※カロート 代

24,000 円

広報 1996 年(平成８ 年)８月２５日
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平

成

８
年

度

の
松

戸
市

職
員

採
用

試

験
（
初

級
職

・
専
門

職

）
を
次

の
と

お
り
行

い
ま

す
。

受
験
受
付
９
月
２
日
(
月
)
～
1
3
日
(
金
)

〔
土
・
日
曜
日
を
除
く
〕
の
午
前
９
時

～

午
後
４

時
3
0
分

受

付

会
場

市
役

所

本
館

二
階

大
会
議

室

試

験
日

９

月
2
2
日

面
午

前
９

時
3
0分

か
ら

市
立

第

一
中

学
校

で

※
必
要

書
類

は
、

人
事
課

・
本
館
二

階
大

会
議

室
で

配
布
し

ま
す

。

亘

人

事
課

人
事
係

試験の区分  採用予定人数  受験資格

川井敏久

危機管理

多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
っ
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年
半

が

過
ぎ
ま
し
た
。

私
は
こ
の
地
震
を
教
訓
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
「
災
害
死
亡
者
ゼ
ロ
」

と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

｢松戸市病原性大腸菌Ｏ-157 対策会議｣

に出席する市長

今
年

度

は
特

に

、
迅

速

か

つ
効

果

的

な
防

災
活

動

が
図

ら

れ

る
よ

う

に
す

る

た

め
、

地
域

防

災

リ

ー

ダ
ー

お
よ

び
防

災

協
力

員

に
二

百

五
人

の
方

を
委
嘱

い
た
し
ま

し
た

。

ま

た
、

都
市

防

災
対

策

に

つ

い

て
調

杏
・
研

究

な

ど
を
行

う
た

め
、

立
地

条

件

や
都

市

形

態

な
ど

が
類

似

し
て

い
る
大

宮

市

と
６

月
2
6
日

に

防
災

研

究

都
市

協
定

を
締

結

い

た

し
ま

し

た

。
万

一

の
場

合

に

は
、

互

い
に
災

害
応

急

対

策

に
必
要

な

支

援

を
行

う
こ

と

に

な
り

ま

す
。

先

日

、

こ

の
協

定

に

基

づ
き
最

初

の
会

議

を
松

戸

市

で
開

催

し
ま

し

た

が
、

こ

れ

か
ら

も
永

続

的

に

意
見

交

換

や

知
恵

な

ど

を
出

し
合

い
、

さ
ら

に

災
害

に

強

い
ま

ち

づ

く

り

を
し

て
ま

い
り
ま

す

。

防
災

は

、
日

頃

の

心
構

え

や
訓

市民交通傷害保険に
ご加入を

｢1 日1円・年額360 円｣ で交通事故を保障

練

が
人

切
で

す

。
８

月
3
0
日

に

実

施

さ
れ

る

総
合

防
災

訓

練
も

、
阪

神

・
淡

路
大

震

災

の
よ
う

な
都
市

型

災

害

を

踏

ま

え

て

策

定

し

た

「
大

規
模

震

災
対

策

計
画

」
に
基

づ

い
て

、

よ

り
地

域

に
密

着
し

た

訓

練
を

市
内

九
会
場

で

行

い
ま

す

。

繰

り

返
し

訓

練

を
行

う
こ

と

に

よ
り

、

い
ざ
と

い
う

と

き

に
迅

速

な
行

動

や

適
切

な
対

応

が
で

き

る

よ
う

に

な

り
ま

す

の
で

、
で

き

る

限
り

多

く

の
皆

さ

ん
に

ご

参
加

い

た

だ
き

た

い
と

思

い
ま

す

。

さ
て

、

今
年

の
夏

は
「
病

原

性

大
腸

菌

Ｏ
－

１

５
７

」

に

よ

る
食

中

毒

が

関

西

方

面

か

ら

発

生

し

、

全
国

的

に

広

が

っ
て

市

民

生
活

を

脅

か
し

て

い
ま

す

。

子

ど

も

や
体

の
弱

い
お
年

寄

り

な

ど
大

勢

の
方

が
こ

の
病

気
に

か

「
一
日

一
円

の
保

険
」
で
お

な
じ

み

の
市

民
交

通
傷

害
保
険

の
受

け
付

け

が
９
月
２
日
(
月
)
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

家

族
そ

ろ
っ
て
加

入
し

ま
し

ょ
う
。

加
入

で
き

る
人
：
市

内

に
居

住
し
、

住
民

登
録

ま
た

は
外
国

人
登

録
を

さ

れ

て

い
る
人
。
市

内

の
事
業

所

に
勤

務
し

て

い
る
人

保
険
料
：
二
人
一
囗
に
限
り
、
年

額
三

百
六

十
円

（
中

途
加
入

は
月

割

り
三

十
円

）

平成８年度市民交通傷害保険出張受付日程表

保
険

期

間
・：
平
成

８
年
1
0
月

１
日

～
９

年
９

月
3
0
日

対

象
と

な
る
事

故

…
自

動
車

・
オ

ー
ト

バ
イ

・
自

転
車

・
電

車

な
ど
に

関

連

し

た

国

内

で

発

生

し

た

事

故

（
航

空
機

・
船
艙

事
故

は
除
ぐ

）

加

入
受

付

会

場
…
保
険

料
を

持

っ

て

安
全

課

・
市

民
課

・
各

支
所

ま
た

は
出
張
受

付

会
場
（
左
表

）
へ

匳

安

全
課

庶
務

係

日時  会場

識
を
持
ち
、
い
つ
で
も
迅
速
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
０

－

１
５
７

の
発
生
お
よ

び
感
染
拡

大
防
止
を
図
る
た
め
、
市
・
保
健

所
・
医
師
会
等
に
よ
る
「
松
戸
巾

病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
－

１
５
７
対
策

会
議
」
を
設
け
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
関
係

機
関
と
協
議
し
て
万
全
の
対
応
を

期
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

か

っ
て

い
ま

す

が
、
発

病

原
因

が

特

定
で

き

ず

、
ま

た

完
全

に

治
療

で

き

る
薬

が

な

い
と

も

い
わ

れ
不

安

が
高

ま

っ
て

い
ま
す

。

し

か
し

総
理

府

の
資

料

に
よ

る

と

、
Ｏ
－

１
５

７

の

主
な

感
染

経

路

は

、
家

畜

や
保

菌

者

の
糞
便

中

の
菌
に

汚

染

さ
れ

た
食

品

や
井

戸

水

な

ど
に

よ

る
経
口

感
染

で

あ

る

と

い
わ

れ
て

い
ま

す

。

従

っ
て

市

民
一

人

ひ

と

り

が

、

調

理

の
際

に

は
十

分

加

熱

す

る

、

手

や
調

理

器
具

は

よ

く
洗

う

な
ど

の
注

意
事

項

を
励

行
す

る
こ
と
で

、

発

生

を
か

な

り
防

ぐ

こ
と

が
で

き

ま

す

。

幸

い
松

戸
市

で

は

集
団

発

生

は

し

て

い
ま
せ

ん

が
、

私

は
市

民

の

生

命

を
守

る

立
場

か

ら
、

食
中

毒

も

災
害

と

同

様
に

危

機
管

理

の
意

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
７
月
末

現
在
三
百
一
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ
6
6・
2
3
0
1

番

※雨天の場合、会場により中止する場合があります。

日

ご
ろ
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い

る
と
き
に
は
気
付
か
な

い
、
あ
る

い
は
当
た
り
前
と
思

っ
て
い
た
こ

と
が
、
よ
く
考
え
る
と
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
こ
で

、

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
こ

の
よ
う

な
話
題
を
、
こ
れ
か
ら
毎
月
一
回

お
届
け
し
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

街
角

や
駅

の
掲
示

板

で

、
こ

ん

な

ポ
ス

タ
ー

を
見

か

け
た

こ
と

は

あ

り
ま

せ

ん

か

。
あ

な
た

に
向

か

っ
て

ニ

ッ
コ

リ
ほ

ほ
え

む

若

い
女

性

。
潤

ん
だ

瞳

に
八

重
歯

が
光

る
。

そ
う

、
よ

く
見

か

け
る

で
し

ょ

う

。

そ

れ
を
見

た

と

き

の
、

あ
な

た

の
感

想

は

い

か
が
で

し

た

か
。

「

な
か

な

か

い
い
感

じ

じ

ゃ
な

い
」

「

オ

ッ
、

い
い
な

、
か

わ

い
い
な

」

「
こ

ん
な
女

性

が

隣
に

い
た

ら

、
う

れ
し
い
ね
≒

明

る
く

さ

わ
や

か
で

、

い

い
じ

ゃ
な

い
」
。
ま

あ

、
こ

ん

な

と

こ

ろ

で
し

ょ
う

か

。

さ
て

、
そ

れ

で
は

そ

の

ポ
ス

タ

ー

、
一
体

何

の

広
告

だ

っ
た

の
か

覚

え

て

い
ま

す

か
。

私
た

ち

に
何

を

伝
え

よ

う

と
し

て

い
た

の

か

、

思

い
出
せ

る
で
し

ょ

う
か

。

モ

デ

ル

の
若

い
女

性

は
し

っ
か
り

記
憶

に
残

っ
て

い
る

の
に

、

は
て

さ
て

何

の
ポ

ス
タ

ー

だ
っ

た

の
だ

ろ
う

か

、
と

い
う

よ
う

な

こ
と

が
結
構

あ
り

ま

す
よ

ね

。

一

般

的
に

、

ポ
ス

タ
ー
に

は
人

の
視

線

を
そ

の

絵
に

止

め

さ
せ

る

た
め
の
、

ア
イ
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
が

必
要
だ
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。
と

は

い
え
、
広
告
の
内
容
と
は
無
関

係
に
、
人

の
気
を
引
き
さ
え
す
れ

ば
い
い
と

ば
か
り
に
、
若
さ
や
か

わ
い
ら
し
さ
、
さ
わ
や
か
さ
だ
け

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
女
性
が
モ

デ
ル

の
ポ
ス
タ
ー
。

。
考

の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎
日
大
量
に
作
ら
れ
、
私
た
ち

が
ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て
い
る
ポ

ス
タ
ー
で
す

が
、
少
し
気
を
付
け

て
見
て
み
る
と
、
こ

の
よ
う

な
ポ

ス
タ
ー
の
多

い
こ

と
が
分
か
り
ま

す
。
そ
し
て
、
若
く
な
け
れ
ば
女

性
じ

ゃ
な
い
、
女
性
は
い
つ
も
や

さ
し
く
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
む
も
の

と
い
う
よ
う
な

メ
ッ
セ

ー
ジ
を
、

た
と
え
意
図
的
で
な
い
に
せ
よ
繰

り
返
し
送
り
続
け
ら
れ
た
ら
、
き

っ
と
私
た
ち
の
意
識
は
自
然
と
そ

れ
に
慣
ら
さ
れ
て
、
「
女
性
と
は

こ
う

い
う

も
の
」
と
い
う
見

方
を

し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

た

か
が
ポ
ス

タ
ー
、
さ
れ
ど
ポ

ス
タ
ー
。
あ
な
た
も
た
ま
に
は
こ

ん
な
目
で
、
街
に
あ
る
ポ
ス
タ
ー

を
も
う

。
度
、
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
こ
の
頃
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
発

行
の
冊
了
「
行
政
は
新
し
い
イ

メ
ー
ン
の
発
信
者
」
で
行
っ
た

調
査
に
よ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て

い
ま
す
。

賎
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど

容

侃
・
8
7
7
8

番

９
月
２
日
(
月
)

か
ら
受
付
開
始

クロ ーズ アップ
女と男 No.

1

9/4(水

) 5(

木) 6(

金) 9(

月)10(

火)11(

水)12(

木)13(

金)17(

火918(

水)19(

木)20(

金)24(

火)25(

水)26(

木)27(

金)

午 後1 時30 分

～3 時30 分

午前10時～午後2時

午後I時30分

～3 時30 分

高塚団地管理事務所

六実集会所

市立病院

あさひ幼稚園 ・五香公会堂

大金平消防署 ・小金北市民セン ター

松戸駅東 西連絡通路

八ヶ崎会館

伊勢丹松戸店

馬橋市民センター・馬橋東市民センター

矢切幼稚園

さかえ幼稚園

八柱市民センター・牧の原栴檀幼稚園

小LL集会所

稔台市民センター

みどり幼稚園 ・明市民 センター

松戸駅東西迪脯通路

松
戸
市
職
員
募
集

平
成
８
年
度

事 務職初 級

(短大・高校卒

者または卒業

見込者)

保 母 職

保 健 婦

看護婦(行政l

歯 科 衛 生 士

理 学 療 法 土

受 験 資 格

Ａ＝昭和44年4月２日から昭和50年4月１日まで

に生まれた人 で、大学を 卒業 または平成8 年

度卒業見込みの人

Ｂ＝昭和46 年4 月２日から昭和52 年4 月１日まで

に生まれた人で 、短期大学もしくは高等専門

学校を卒業または平成8年度卒業見込 みの人

Ｃ＝昭和48 年4 月２日から昭和54 年4 月１日まで

に生まれた人で 、高等学校を卒業 または平成

8年度卒業見込みの人

※Ｂ･Ｃの人

※Ａ･Ｂ･Ｃの人で 、保母の資格を有す

る人または平成9 年3 月31 日までに

保母の資格を取得見込みの人

※昭和44 年4 月２日以降に生まれた人

で 、保健婦の資格を有する または

平成9 年5 月までに保健婦の資格を

取得見 込みで、市内の医療機関 に

勤めていない人

※昭和44 年4 月２日以降に生まれた人

で 、看 護婦の資格を有する または

平成9 年5 月までに看護婦の資格を

取得見 込みで 、市内の医療機関 に

勤めていない人

※Ｂの人で 、歯科衛生士の資格を有す

る人または平成9 年3 月31 日までに

歯科 衛生生 の資格を取得見込 みの

人

※昭和44 年4 月２日以降に生まれた人

で、理学療法士の資格を有するま
たは9年3月31日までに理学療法士

の資格を 取得見込みで 、市内の医

療機関に勤めていない人　　　　 ｜

8人程度

各若干名

１人

ポスターを見

る目

CLOSE 

UP

広報 :1996年(平成８年)８月２５日

市長室・発
No23



本 庁 第 一( 常 磐 線 以 東) 地 区 の 主 な 訓 練 内 容

(1)倒壊建物からの救出・救助訓練

倒壊建物の下敷きになった市民を救出するため、陸上自

衛隊の支援を要請し、消防救助隊・消防団・警察・建設

業協会等が協力して、救出・救助活動を行います。救出

した重傷者は救急車により医療機関に搬送されます。

(稔台小学校・午前10時20 分～10時50 分)

(2)訓練参加者によるバケツリレー

バケツリレーで初期消火訓練を行います。

(第一中学校・午前10時～11 時)

(3)地域住民による収容避難施設での体験訓練

避難者名簿づくり、浄水機操作、簡易トイレづくり、カ

マドづくり、炊き出し、収容スペース割り振り、緊急物

資受領・配布など収容避難施設( 学 校の体育館等) での

体験訓練を行います。

(第一中学校・松ヶ丘小学校・上本郷小学校・稔台小学校・

午前10時～正午)

(4)情報収集および緊急物資搬送( 陸上自衛隊)

ヘリコプターによる情報収集および緊急物資( 医薬品)

搬送訓練を行います。

(上本郷小学校・午前10時と11時)

(5)災害用仮設野外浴場( 陸上自衛隊) の設置

(上本郷小学校・午前11時～正午)

上本郷小学校

災害対策 本部

初動体制を確保し、早急に応急体

制を確保するため、災害情報の収集

伝達、通信等を行うとともに、応急

対応等重要事項の決定、各種指示、

指令、要請等の訓練を行います。

(市役所・午前９時～正午)

市役所・中央保健センター・

第一中学校

稔台小学校

8月30 日午前9時から

本
庁
第
一
地
区
の
訓
練
会
場

現 地 災 害 対 策 本 部

各支所等に設置する現地災害対策

本部では、管轄する地域全体で行わ

れる各種訓練の状況を把握し、発災

直後から応急復旧体制の確立までに

行うべき活動について､区域内住民、

防災関係機関等と協力し、応急対策

を行います。

〔中央保健センター・東部支所・小金支

所(小金保健センター)･午前10時～正

午〕

そ の 他 の 訓 練

①自 衛隊 ヘリ コプ タ ーによ る情 報収 集 ・伝 達と

緊 急物 資 （医 薬品 ） 搬送

上 本郷 小学 校 （午前10 時）

東 部ス ポ ーツ パーク （午 前10 時10 分ころ ）

梨 香台 小学 校 （午前10 時20 分ころ ）

稔 台小 学校 （午前10 時30 分こ ろ ）

小 金南 中学 校 （午前10 時40 分ころ ）

第 一中 学校 （午前10 時50 分こ ろ ）

上 本郷小 学 校 （午前11 時）

（2）東 京電力 松 戸営業 所 によ る非 常用 電 源の 供給

国 保松 戸市 立病 院 （午前10 時30 分）

福 祉医 療セン タ ー東 松戸 病 院 （午前10 時30

分 ）

1995 年１月1ワ日、突如平和な家庭を襲った大地

震。東海林のり子･ 笠井信輔が取材をとおして見た

悲しい現実を伝え、心痛めるミュージシャンX  J a

ｐａｎのボーカルＴＯＳＨＩが語り、そして唄う。

圜6 YO KA I YAS85-4190番

東海林のり子 TOSH  I

(3)N T T松戸営業所の非常通信回線の確保

東部現地災害対策本部( 東部支所)〔午前11

時～11 時30 分〕

(4)京葉ガス松戸支社によるガス供給停止

小金南中学校( 午前９時30 分～10時45 分)

(5)ヘリコプターによる空からの状況調査

発災直後(午前９時)、江戸川河川敷に臨時

ヘリポートを設置。上空からの情報収集の拠

点とし、出火状況や道路の交通状況などの被

害状況調査を行います。(午前９時～10 時)

(6)国保松戸市立病院・福祉医療センター東松戸

病院による災害時の応急処置体制

(午前11時から)

フジテレビ

アナウンサー
笠井 信輔

日　時：平成８年８月31日(土)

昼の部　午後２時30分開演

夜の部　午後 ６時30 分開演

会　場：森のホール21 大ホール

出　演：東海林のリ子、笠井信輔、

TOSH  I (X  J a p a n)

料　金：Ｓ席4,999 円

Ａ席3,999 円

チケット のお求めは

チケットぴあ

(c03―5237ー9999番）

チケット セソン

(e03 ―5990 ―9999 番）

森のホールチケ ソヽトセンター

（豐84 －5050 番）へ

小
金
地
区
の
訓
練
会
場

１秒でも 早く負傷者を 救出し、病院に

搬送するために、本番さながら の訓練

が繰り広げられます

震災時!倒壊家屋からの救助にお使いください

ガソリンスタンドが工具を貸し出し

阪神・淡路大震災では、倒れた家屋の下敷きになった人を助けようとした際、

ジャッキ・バール・のこぎりなどの工具がなくて苦労したことが注目されまし

た。

そこで松戸市危険物安全協会では、これ

らの工具をいつも使っているガソリンスタ

ンドに、震災時には工具を無償で貸し出す

よう協力を要請。千葉県石油商業協同組合

松戸支部ではこの要請を受け、工具を入れ

る「震災救助ボックス」を配置しました。

協力店では「震災時住民協力事業所」の

ステッカーを出入口などの目につきやすい

場所に掲示します。自宅近くにある協力店

を確認しておいて、震災時にはご利用くだ

さい。
譏松戸市危険物安全協会事務局（消防局予

防課内) S63 － 1111内線207番
工 具は このボックスの中

ステッカー

が目印

小金台所（小金保健センター）

小金・中学校・小金北小学校

河原塚小学校

東
部
地
区
の
訓
練
会
場

防
災

無

線

で

訓

練

の

開

始

を

お

知

ら
せ

し

ま

す

防
災
訓
練
当
日
は

、
市
内
百
二

十
九
ヵ
所
に
設
置
し
て

あ
る
固

定
系

八
　
。
災
無
線
を
利
用
し
て

、
訓
練
の
開
始
を
お
知
ら
せ
す

る

と
と
も
に
、
日

ご
ろ
の
防
災
対

策
な
ど
も
放
送
し
ま

す
。

耐
震
性
防
火
貯
水
槽
の
設
置

震
災
時
の
消
火
や
飲
料
水
に
使
用
で
き
る
耐
震
性
防
火
貯
水
槽
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

小 金 地 区 の 主 な 訓 練 内 容

(1)家屋密集地域での火災防御訓練

消防署・消防団・婦人消防隊・地域防災協

力員による防火水槽を利用したブロック防

御や消火活動の水利を確保するため、坂川

から吸水、遠距離中継送水( 約1,600m) に

よる消火活動を行います。

(小金北小学校とその周辺･午前10時～11時)

(2)炊事車両( 陸上自衛隊) の展示

(小金北小学校・午前11時～正午)

(3)地域住民による収容避難施設での体験訓練

避難者名簿づくり、浄水機操作、簡易トイ

レづくり、カマドづくり、炊き出し、収容

スペース割り振り、緊急物資受領・配布な

ど収容避難施設( 学校の体育館等) での体

験訓練を行います。

(小金南中学校・小金北小学校・午前10時～正

午)

東 部 地 区 の 主 な 訓 練 内容

(I)家屋の倒壊による救急救護訓練

家屋の倒壊による負傷者を地域住民および

消防署・地域防災協力員が協力し、倒壊家

屋からの搬出および応急 手当てを行い、担

架編成隊による応急救護所への搬送、医師

会等による医療処置を行った後、高規格救

急車による医療機関への搬送を行います。

(梨香台小学校・午前10時20分～10時50分)

(2)地域住民による収容避難施設での体験訓練

避難者名簿づくり、浄水機操作、簡易トイ

レづくり、カマドづくり、炊 き出し、収容

スペース割り振り、緊急物資受領・配布な

ど収容避難施設( 学校の体育館等) での体

験訓練を行います。

(東部小学校・梨香台小学校・河原塚小学校・

午前10時～正午)

地
域
防
災
無
線
の
導
入

災
害
時
の
き
め
細
や
か
な
情
報
収
集
の
た
め
の
地
域
防
災
無
線
の

導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
宮
市
と
の
防
災
研
究
都
市
協
定
を
締
結

首
都
圏
の
中
核
的
な
都
市
と
い
う
類
似
し
た
性
格
を
持
つ
大
宮
市

と

、
防
災
に
つ
い
て
相
互
に
都
市
防
災
対
策
に
つ
い
て
の
調
査
・
研

究
等
を
協
力
し
合
う
防
災
研
究
都
市
協
定
を
平
成
８
年
６

月
に
締
結

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
次
の
点
に
重
点
を
置
い

て
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

Ｏ
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生

か
す
。

Ｏ
都
市
型
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
昨

年
定
め
た
「
大
規
模
震
災
対
策
計

画
」
の
検
証
を
行

つ
。

Ｏ
よ
り
具
体
的
な
訓
練
に
す
る
。

さ
ら
に
、
重
点
項
目
と
し
て

固

よ
り
実
践
に
近
い
訓
練
と

す
る
た
め
に

①

昨
年
に
引
き
続
き
、
従
来
の
会
場

今
回
の
訓
練
の
特
色

市
で
は
毎
年
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
、
阪
神
・
淡
路
人
震
災
を
教
訓
に
昨
年
策
定
し

た
「
大
規
模
震
災
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
実
践
的

な
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
の
方
法
は
、
昨
年
同
様
に
地
域
分
散
型
と
し
、

よ
り
地
域
と
密
着
し
た
も
の
に
す
る
ほ
か
、
防
災
関

係
機
関
や
災
害
時
の
協
定
機
関
と
の
連
携
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
・
輸
送
路
の
確
保
な
ど
、
具
体
的
に
「
大
規

模
震
災
対
策
計
画
」
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

圃
防
災
対
策
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
８
月
3
0日

(
金
)
午
前
９
時
、
東
葛
飾
地
域
の
直
下

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

・
２
、
震
度

７
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
い

う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

市

内
各
地
に
家
屋
の
倒
壊
、
道
路

の
破
損
な
ど
が
発
生
、
多
数
の
負
傷

者
も
出
て
、
水
道
・
ガ
ス
・
交
通
・

電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
に

も
大
き
な
被
害
が
生
じ
、
市
内
は
大

混
乱
と
い
う
ぶ
設
定
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の

直
下
型
地
震
を
想
定

型
で
は
な
く
地
域
分
散
型
で
行

い
ま
す
。

ぶ
情
報
の
収
集
、
応
急
対
策
の
実
施

は
、
支
所
等
に
設
置
す
る
現
地
災

害
対
策
本
部
を
中
心
と
す
る
地
域

ご
と
と
し
、
対
応
の
迅
速
化
を
図

ひ
ま
す
。

③
面
民
の
動
き
と
市
役
所
・
消
防
・

防
災
関
係
機
関
等
（
四
十
六
の
団

体
が
参
加
）
の
対
応
を
同
時
進
行

さ
せ
、
市
役
所
に
設
置
す
る
災
害

対
策
本
部
か
ら
の
指
示
、
指
令
、

要
請
等
に
基
づ
き
、
相
互
に
関
連

さ
せ
ま
す
。

②
初
動
体
制
の
確
立
と
実
践
を

図
る
た
め
に

①
訓
練
は
発
災
直
後
か
ら
応
急
復
旧

ま
で
の
活
謝
を
行
い
ま
す
。

②
災
害
対
策
本
部
・
現
地
災
害
対
策

本
部
（
三
ヵ
所
）
の
運
営
訓
練
を

行
い
ま
す
。

③
市
民
の
生
命
・
財
産
を守

る
た
め
に

①
家
屋
密
集
地
域
で
の
火
災
防
御
訓

練
を
行
い
ま
す
。

②
倒

壊
建
物
か
ら
の
救
出
救
助
訓
練

を
行

い
ま
す
。

③
家
屋
の
倒
壊
等
に
よ
る
負
傷
者
の

救
急
救
護
を
行
い
ま
す
。

従
来

の
会
場
型

訓
練
か

ら
、
よ
り

実
践
に
近

い
訓
練

に
す

る
た

め
に

、

今

午

も
実
際
に

「
災
害
対

策
本
部
」

を
市
役
所
の
別
館
に
設
置
す
る
ほ
か
、

現
地
災
害

対
策

本
部
も
十
ヵ
所

の
う

ち
三
ヵ
所

に
設
置
し

ま
す

。

地
震
発
生
後
、
た
だ
ち
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
り
空
か
ら
火
災
の
発
生

状
況
や
道
路
の
交
通
状
況
な
ど
の
災

害
発
生
状
況
と
被
害
惜
報

を
的
確
に

把
握
し
、
自
衛
隊
や
警
察
、
医
療
機

関
、
電
力

・
ガ
ス
会
社
、
松
戸
市
商

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
地
域
防
災
協
力
員
を
委
嘱

大
規
模
地
震
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
消
火
活
動
、
被
災
者

の
救
出

。
救
護
そ
の
他
の
災
害
救
助
活
動
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
行

う
た
め
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
地
域
防
災
協
力
員
の
制
度
を

設
け
ま
し
た

。

防
災
リ
ー
ダ
ー
は
各
自
主
防
災
組
織
の
中
か
ら
三
人
、
防
災
協
力

員
は
消
防
職
員
ま
た
は
消
防
団
員
で
あ
っ
た
人
の
中
か
ら
選
出
し
て

い
ま
す
。
平
成
８
年
度
に
は
防
災
リ
ー
ダ
ー
三
十
六
人
、
防
災
協
力

員
百
六
十
九
人
を
委
嘱
し
ま
し
た

。

平
常
時
に
は
町
会
・
自
治
会
等
、
地
域
で
防
災
活
動
の
知
識
・
技

術
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
強
化
を
支
援
す
る
た
め
、
結

成
よ
り
十
年
を
迎
え
た
自
主
防
災
組
織
お
よ
び

新
規
結
成
の
自
主
防

災
組
織
の
資
器
材
購
入
の
た
め
の
補
助
全
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

自

主
防

災

組
織

結
成
の

推
進

町
会

・
自

治

会
を
中

心
と

し
た

自
主

防
災

組
織

の
組

織
率

百
％

を

目

指
し

て

い
ま

す
。

阪
神

・
淡
路
大

震
災

で
は

、
家

屋
の

倒

壊
な
ど

に
よ

っ
て

か

な
り

の

負
傷

者

が
出

家
し
た

が

、
そ
の

多

く
は

隣
近
所

の
人

た
ち

の
手

で

救

い
出

さ

れ
ま
し

た

。

災
害
発
生
時
に
は
隣
近
所
の
助
け
合
い
が
一
番
で
す
。
一
人
ひ
と

り

の
力

が
大

き

な
輪
と

な

る
こ
と

で
「

災

害
死
亡

者
ゼ

ロ
」
へ

近

づ

き

、「
べ
火
害
に

強

い
ま
ち

づ

く
リ
」
の

柱
と

な
り

ま
す

。
自

主
防

災
組

織

の
結

成

は

、
そ

の

第
一
歩

で

す
。

皆

さ
ん
の

「
ま

ち
」

で

も

、
自

主
防

災

組
織
を

結
成

し
ま

し
ょ

う

。

地
域
に
密
着
し
た

よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
実
施

防
災
関
係
機
関
等
と
協
力
し
て

充
実
し
た
防
災
訓
練
に

「

災

害

に

強

い

ま

ち

づ

く

り

」

を

目

指

し

て

Ｉ
・

市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
策
定
し
た
「
大
規

模
震
災
対
策
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
災
害
発
生
時
か
ら
の
応
急
対
策
・

復
興
対
策
の
見
直
し
を
行
い
、
次
の
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
震
災
時
住
民
協

力
事
業
所

自
主
防
災
組
織
補
助
金
を
増
額

地震FOR東海林&TOSHIトーク

ショー

災害死亡者ゼロを目指して!
XJapan

のり子

総合防災訓練を実施
■ ㎜

マグニチュード7.2 ・震度7 ・直下型地震を想定

東部支所・東部小学校・

梨香台小学校

工

会
議

所
交
通

業

部
会

お
よ

び
バ

ス
会
社

な
ど

の
防
災

関
係

機
関

や
災

害

時

の
協

定
機
関
等

と

密

接

に

連

絡

を

と

り

、

阪

神

・
淡
路

大
震

災

の

教
訓
を

生

か
し
た
訓

練

を
行

い
ま

す
。

当
日

は
、
負

傷
者

や

物

資
の
緊

急
搬

送
、
重

機

等
に
よ

る
救
出
作
業

、

重
要

施
設

の
電

気
お
よ

び
非
常
通

信
回
線

の
確

保

、
火
災

発
生
地

域

の

ガ
ス

の
供

給
停

止
、
応

急
食
糧
の
供
給
、
仮
設

ト

イ
レ

の
設
置

な
ど
各

種
の
具
体
的
な
訓
練
を

行

い
ま

す
。

消防団による火災防御訓練

広報 1996 年(平成８ 年)８ 月２５日 広報 1996 年(平成８ 年)８月２５日

松ヶ丘小学校



講
座
・
講
演

女

性

の

講

座

「

歴

史

と

文

学

に

見

る

女

性

の

自

我

の

め

ざ

め

」

９
月
1
0
日
～
1
0
月
2
9
日
の
毎
週
火

曜
日
(
1
0
月
８
日
を
除
く
、
全
七
回
）
、

午

前
1
0
時
～
正

午

会
場

女
性

セ

ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
　

講

師
聖
徳

短
期

大

学
講

師

・
眞
野
須

美
子

氏

定

員

先

着
三

十
人

（
保
育

あ

り
。
二

歳
以

上
、
先
着
十
人
）
　
費
用
無
料

圃

電
話

で
矢

切
公
民

館

登
6
8・
1
2

1
4

番

（
月
曜

日
休

館
）

へ

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト

体
験

講

座

９
月
９
日
(
月
)
午
前
1
0
時
土
止
午
と

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
会
場

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
　
定

員
各
先
着
十
人

費
用
二
千
円

圉
直
接
、
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
松
戸
市
小
金
原
一
の
一
九
の

三

登
4
9・
3
2
0
0

番
）
へ

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

1
0
月
2
9
日
(
火
)
午
後
１
時
～
Ｊ
日
(
水
)

午
後
２

時

（
一
泊

二
口

）
　

会

場
国

民
年

金
保

養
セ

ン

タ
ー
「
そ
と

ぼ
う
」

（
夷

隅
郡

岬

町

）
　

内

容

年

金

・
教

養

・
健
康

・
趣
味

（
園

芸

・

グ
ラ

ウ

ン

ド
ゴ
ル

フ
）

の
各

種
講
座

と

健
康

相
談

・
年

金
相

談
　

対

象
二

十

歳
以

上

の
人
　

定
員
八

十
人

（
申

込
多

数

の
場

合
は

抽
選
）
　

春
用

八
千
円

匣
９
月
3
0
日
(
月
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

「
生
き

が
い
講
座

希
望

」
と

明
記

し

、

趣
味

の
講

座

（
園
芸

・

グ
ラ

ウ
ン
ド

ゴ
ル

フ

の
ど
ち

ら
か

を
選
択

）
　・
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
性

別

・
電

話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
9
1
千
葉
市

中

天
区

市

場
町

一

の
一
千
葉

県
社
会

部
国
民
年
金
課
内
(
財
)
千
葉
県
国
民
年

金
福
祉
協
会
（
登
0
4
3
・
2
2
3
・
2
3
8

2
番

）
へ

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1
）
講
座
案
内

圉
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
　
　
4
9
・
3
2
0
0

番
）
窓
口
で
、
先
着

（
松
戸
市
小

金
原
一
の
一
九
の
三
　
　

順
に
受
け
付
け
ま
す
。

講　座　名　　｜　　　　日　　　 時　　　　｜　定員・費用
松

戸

話

し

方

教

室

９
月
３
日
～
1
0月
2
2日
の
毎
週
火

曜
日

（
全
八
回
）
、
午
後
６
時
3
0分

～
９
時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ

ー
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用
八
千

円圃

電
話
で
Ｈ
Ｒ

松
戸
話
し
方
研
究

会
・
田
村
登
4
5・
8
1
5
0

番
へ

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

８
月

万
日

火
午

後
１

時

丿
分

～
３

時
3
0
分
 
会
場
市
民
劇
場
費
用
テ

キ
ス
ト

代
二
千

七
百

円
（
初

回

の
み
）

圉
当
日

会
場

で

嚮
矢
切
公
民
館
登
6
8
・
1
2
1
4
番

健

康

づ

く

り

講

座

「

楽

し

い
ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

」

９
月
５
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
小

金
保

健

セ
ン

タ

ー
　

定
員
先

着
十
五
人
　
費
用
無
料

圃

電

話

で

小

金

保

健

セ

ン

タ

ー

昔

4
6・
5
6
0
1

番

へ

暉

峻

淑

子

講

演

会

「

ほ

ん

と

う

の

豊

か

さ

と

は

」

９
月
1
3
日
(
金
)
午
前
1
0
時
～
正
午

龠
珊

市
民
会

館

内
容

地
球

の
現

状

と
未

来
を

考
え

、
ほ

ん
と
う

の
豊

か

さ

を
求

め
て
私

た
ち

の
生
活

を
み

つ

め

る

（
そ

の
他

展
示

あ
り
）
　

費
用

当
ロ
ー
（
百
円
、
前
売
り
＝
五
百
円

圜
松
戸

友

の
会

・
窪
川

酋
8
4・
１
２

９
４
番

社

交

ダ
ン

ス

初
心

者

講

習

会

９
月
４
日
～
1
1
月
2
7
日
の
毎
週
水

曜
日
（
全
十
三
回
）
、
午
後
６
時
～

７
時
 
会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
三
千
円

圜
五
香
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
志

村
昔
8
7
・
5
8
2
3
番

楽

々

バ
ラ

ン

ス

メ

ニ
ュ

ー
教

室

（

一
日
千

六
百

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー
）

内容（講話と
期日　　調理実習）

時
間
各

午
前
1
0時
～
午
後
１
時

盒
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
対
象
市

内
在
住
・
在
勤
で
当
セ
ン
タ
ー
の
医

学
的
検
査
を
一
年
以
内
に
受
診
し
た

人
　
費
用
各
回
四
百
円

圃
８
月
2
6
日
(
月
)
午
前
９
時
か
ら
、
電

話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
容
6
8・
1

8
1
4
番
へ

昔

の

あ
そ

び

・
み

ん

な
で

お

も

ち

や
作

り

９
月
1
4
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　
講
師
お
も
ち
や

作
り
研
究
家
・
鈴
木
の
ぽ
る
氏

内

容
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ
小
学
三
年

生
以
上
の
子
と
祖
父
母
ま
た
は
親
に

よ
る
お
も
ち
や
作
り

定
員
先
着
十

五
組
　
費
用
教
材
費
実
費

圉
電
話
で
青
少
年
会
館

昔
4
4・
8
5

5
6
番

（
月
曜
日
休
館
）
へ

あ
な
た
の
健
康

水
虫
の
予
防

水
虫
は
な
ぜ
治
り
に
く

い
の
で

し

ょ
う
か
。
水
虫
は
白
癬

（
は
く

せ

ん
）
菌
と
い
う
カ
ビ
が
、
足
の

裏

や
手
の
ひ
ら
の
角
質
層

や
つ
め

に
寄
生
し
て
起
こ
る
皮

膚
病
で
す

が
、
こ
の
角
質
層
や
つ
め
は
死
ん

だ
組
織
で
す
の
で
血
流
が
な
く
、

内
服
薬
や
外
用
薬

が
到

達
し
に
く

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
で
は
靴
の

着
用

が
一
般
化
し
、
局
所

が
カ
ビ

に
と
っ
て
増
殖
の
条
件

の
良

い
高

温
多
湿
の
状
態
で
あ
る
こ
と

も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。

状
態

が
続
く

う

ち
に

つ
め

に
ま

で

菌

が
侵
入

し

、

難
治

な

つ

め

水
虫

と
な

る
こ

と

が
少

な
く

あ

り
ま

せ

ん
。

水
虫

の
治

癒

の
判

定

は

難
し

く
、

経

験
的

に

は
症

状

が

な

く
な

っ
て

か

ら
少

な

く
と

も

二
ヵ

月

は

治
療
を
続

け
る
必
要

が
あ
り
ま

す
。

水
虫

の
治
療

は

根
気

だ
と

い
わ

れ

る
点
は
こ
こ

に
あ
り

ま
す

。

く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
家
中
の

掃
除
、
靴
下

の
洗
濯
、
靴
の
乾
燥

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

つ
め
に
ま

で
も
侵

入

だ
れ
で
も
か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
と

き
は
熱
心
に
治
療
し
ま
す
が
、
あ

る
程
度
か
ゆ
み
が
な
く
な
る
と
治

っ
た
と
思

い
治
療
を
や
め
て
し
ま

い
ま
す
。
す
る
と
、
皮
膚
が
少
し

は
げ
る
程
度
で
か
ゆ
み
が
少

な
い

催

し

物

松

戸

民
演

発

表

会

９
月
１
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後
７

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
歌

と
舞
踊
の
競
演
約
百
二
十
の
演
目

費
用
入
場
無
料

圜
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋

容
4
1・
3

5
7
2
番

若
生
流

二
十

周
年

記
念
舞
踊
大
会

９
月
８
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後
６

時

会
場
市
民
会
館

内
容
日
舞

・

創
作
舞
踊
　
費
用
無
料

啀
若
生
舞
踊
連
合
会
・
石
田

容
4
4・

2
2
2
7
番

9
6
ハ
ゼ
釣
り
大
会

９
月
１
日
(
日
)
午
前
６
時
松
戸
駅
・

新
松
戸

駅

・
新
八

柱
駅

集
合

、
午
後

２

時

解

散
　

会

場

江

戸

川

放

水

路

内

容
小

・
中

学
生

は
尾

数
、

一
般

は

重
量
’
で
競
技
　
費
用
小
・
中
学
生
五

百

円

、
一
般

八
百
円

、
交

通
費

実
費

※
８
月
3
0
日
(
金
)
午
後
６
時
か
ら
、
女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
で

仕
掛

け
講

習
会

を
行

い
ま

す
。
駐

車
場

は

あ
り
ま

せ

ん
の
で

、
車
で

の
来

場

は
ご
遠

慮
ぐ

だ
さ

い
。

剽
松

戸
釣

り

ク
ラ

ブ
・
井

上

容
６
・

8
2
6
0

番

家

族

が

水
虫

だ

っ

た

ら

家

族

に

水

虫

の
人

が

い
る

と

、

家
中

に

病

巣
か

ら

は

げ
落

ち

た
菌

を
含

ん
だ

あ
か

が
、

ば
ら

ま

か

れ

た
状

態

に

あ
り

ま

す

。
家

中

の

は

こ
り

、
ふ

ろ
場

の
足
ふ

き
マ

ッ
ト
、

靴
下

、

靴

に
白

癬

菌

が
付

い
て

い

る
と
考
え

て
く
だ

さ

い
。

予

防

と

し
て

は
、

体
を

き

れ

い

に

洗

っ
て

皮

膚

に
付

い
た

菌

や

、

さ

ら
に

感

染

の
原
因

に

な
る

角
質

層

か
ら

出

た

あ
か

を

よ
く

取

り

除

松

戸

母

親

大

会

８
月
3
1
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
市
民
劇
場
内
容
中
学
校
養
護

教
諭

・
富

山
芙
美
子

氏

の
記
念

講
演

「

い
の

ち
輝

け

子

ど

も
た

ち

」
　

費

用
五
百

円

※
保

育

あ
り
（
二

歳
以

上
。
四
百
円

）

斷
松

戸
母

親

人
会
実
行

宮

貝
会

登
8
8

・
8
6
3
6

番

松

戸

音

楽

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「

山

下

洋

輔

十

囗

バ

の

音

楽

座

も

け

ら

も

け

ら

コ

ン

サ

ー

ト

」

９
月
1
2
日
(
木
)
午
後
６
時
～
７
時
4
5

分

会
場

市
民
会

館

費
用

会
員

＝

二
千
七
百
円
、
一
般
＝
三
千
二
百
円

面

松

戸

東

子

ど

も

劇

場

・

荒

井

登

混
・
0
5
0
4

番

通
気
に
気

を
付
け

る

足
の
む
れ
も
感
染
し

や
す

い
要

因
で
す
か
ら
、
夏
に
は
サ
ン
ダ
ル

や
通
気
性
の
良
い
靴
を
選
び
ま
し

ょ
う

。
運
動
靴
は
通
気
性
が
あ
ま

り
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ま
め

に
洗
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
靴
下

は
菌
の
感
染
を
防

ぎ
ま
す
し

、
ま

た
水
虫
の
人

は
菌
を
家
中
に
ば
ら

ま
か
な

い
た
め
に
着
用
し
た
方

が

よ
い
で
し
ょ
う
。

白
癬
菌
は
気
温
十
五
度
、
湿
度

六
十
％

以
上
の
気

候
（
条
件

）
で

発
育
を
始
め
ま
す

の
で
、
毎
夏
水

虫
に
悩
ま
さ
れ
る
人
は
、
症
状
の

な
い
う
ち
か
ら
抗
白
癬
菌
外
用
剤

を
塗
る
の
も
予
防

の
た
め
に
有
効

で
す
。
　
　
（
松

戸
市
医

師
会

）

松

戸

市

婦

人

グ

ル

ー

プ

展

９
月
３
日
(
火
)
～
８
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～

午
後

６
時

（
３
日

は
午

後
１

時

か
ら

、
８

日
は

４
時

ま
で

）
　

会

場

文
化

ホ

ー
ル
　

展
示

ペ
ン
習

字

・
編

み
物

・
放

送
利

用

（
学
習
成

果

の
発

表
）・
袋
物

・
折

り
紙

・
家

庭
ク

リ

ー

ニ
ン
グ
・
こ
ぎ
ん
刺
し
　
費
用
無
料

圜
社
会
教
育
課
6
6
・
7
4
6
2
番

映

画

上

映

会

「

地

域

を

つ

む

ぐ
／

佐

久

総
合

病

院
小

海

町

診

療

所

か

ら
」

９
月
８
日
(
日
)
午
前
1
0
時
丿
分
と
午

後
Ｏ
時
4
0
分
か
ら
　
会
場
市
民
会
館

費
用
千
円

厮
松
戸
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
片
岡

登
4
1・
0
9
1
8

番

情報

市役所の代表電話は       66-11

11番

代表FAXは        63-3200

番

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

血糖値が高め
9/12(木)　の人の食事

る食事

ワ
ー
プ
ロ

ー
パ
ソ
コ
ン
講
座
　
　
　
　

ワープロ･パソコン
講座

ワープロオアシス
基礎講座

ワープロソフト
一太郎入門講座

ロータス1-2-3基礎
講座

ロータス1-2-3応用
講座

①9/ 2)(月)・　3(火)　午後

②9/19(木)・20(金)　午前

9/ 7(土)・14(土)

9/1O(火)・11(水).
12(木)・13(金) 午後

9/24(火)・25(水)　・
26(木)・27(金)　午後

9/ 3(火)・　４(水)　　午
前 ５(木)・　６(金)　

午前

各６人

5,000円

各10人

12,000円

※午前＝午前９時30分～午後０時30分、午後＝午後1時３分卜･４時
30分、土曜日＝午前９時30分～午後４時30分
各コースともテキスト代2,000 円か別にかかります。

初心者入門講座

初級講座

※午前＝午前9時30分～正午、午後＝午後1時30分～４時

各コースとも テキスト代2,000 円が別にかかります。

9/17 (火9・18(水)，
19(木)・20(金)　午後

9/10(火)・11(水)　午前

17(火9・18(水)　午

前

各5人

15,000円

広報 1996 年(平成８年)８月２５日
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スポーツ教室

ス
ポ
ー
ツ

教室名　　｜　　 日　時　　　｜　 会　場　　｜　対　象　Ｏ ｔ 員　ｊ（

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ア
ー
五

千
円
◆
籐
製
丸
型
ガ
ラ
ス
テ
ー
ブ

ル
五
千
円
◆
レ
ザ
ー
ス
ツ
ー
ル
ニ

千
円
◆
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
無

料
◆
二
段
ベ
ッ
ド
無
料
◆
木
製
電

動
介
護
用
ベ
ッ
ド
無
料
◆
ソ
フ
ァ

ー
ベ
ッ
ド
三
千
円
◆
レ
ザ
ー
ソ
フ

ァ
ー
ベ
ッ
ド
六
千
円
◆
押
し
入
れ

た
ん
す
無
料

〔
電
気
用
品
〕
電
子
レ
ン
ジ
千

円
・
三
千
円
◆
冷
風
機
無
料
◆
都

市
ガ
ス
卓
上
コ
ン
ロ
千
円
◆
オ
ー

圉①②③④…8/26(月)から、直接または電話でスポーツ課n63-9241番へ

⑤…9/9 (月）〔必着〕までに、往復ハガキに教室名・住所・親子の氏名（フリガナ）・子

の生年月日・電話番号を記入して 、〒271 松戸市上 本郷4434 松戸運動公園内スポーツ

課( ≫63 ―9241 番）へ

デ
ィ

オ
コ

ン
ポ
六
千
円
◆

カ
ラ
ー

テ
レ

ビ
1
4型
リ
モ
コ

ン
付

き
一
万

円
◆
二
層
式

洗
濯
機
一
万
円
◆

プ

ロ

パ
ン
ガ
ス
ヒ

ー
タ
ー
無
料
◆

電

気
あ

ん
ま
機

八
百
円
◆

静
電
複
写

機
五
千
円

〔
子

供

用

品

〕

Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ

ー

一
．千
円

・
五
千

円

・
八
千
円

二
点

◆
Ｂ
型

ベ
ビ
ー

カ
ー
千
円

∴
一
千

円
◆
木

製

ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
三
千
円

◆

ベ
ビ
ー
ふ
と

ん
セ

ッ
ト
無
料
◆

ベ
ビ
ー
バ
ス
千

円
◆
チ

ャ
イ
ル

ド

カ
ー
シ
ー
ト
ハ

百
円
◆

歩
行
器
二

で
円
◆
一
輪
車
八
ぽ
円

大会名  日時  会場  対象  費用  申込み

匣9/10 ㈲までに，〒270 松戸市小金原6の9の1の402 ソフトテニス連盟・小倉和江（豐

45-0899 番）へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡

し
ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
に
な
り
ま
す
。

〔
ス

ポ

ー

ツ

用

品

・

楽

器

〕

ピ

ア

ノ

無

料

・

一
万

円
◆

エ

レ

ク

ト

ー

ン

無

料

◆

ル

ー

ム

ウ
ォ

ー

カ

ー

無

料
二

点

◆

エ

ア

ロ

バ
イ

ク
無

料

〔
日

用

雑

貨

〕
（

イ

ス

タ

ン

ド

ア

イ

ロ

ン

台

二

千

円

◆

編

み

機

八

千

円

◆

卓

上

ミ

シ

ン

．
万

円

◆

英

文

タ
イ

プ

ラ
イ

タ
ー
無

料

匣
８
月
3
0
日
(
金
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品

物

一

点

に

つ
き

一

人

一

枚
）
　・

価

格

・
住

所

・
氏

名

・
電

話
番

号

（
昼

間

お

勤

め

の
人

は

勤

め
先

の
電

話

番

号

）

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

の
八

京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

第

ニ

ヒ

ル

松

戸

市

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー
へ

家

庭

婦
人

卓
球

大

会

（
ラ

ン

ク

別

個
人

戦
）

９
月
６
日
(
金
)
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

車
内
在

住
・
在
勤
の
女
性
 
費
用
一
人
六
百

円圉
８
月
丿
日
(
金
)
午
前
1
0
時
か
ら
運
動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会

議
に
て

嵳
家
庭
婦
人

卓
球
連
盟

・
古

川

容

砲
・
3
7
2
9

番

真

美

健

康

体

操

体
験

講

習

会

９
月
４
口
水
・
1
1
日
水
、
午
前
９

時
丿
分
～
1
1時

会
場
常
盤
平
体
育

館
 
対
象
女
性
　
費
用
無
料

羆
真
美
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
会
・
宇
野

昔
8
4
・
7
5
1
4
番

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
イ
ン

デ

ィ
ア

カ
教

室

９
月
３
日
～
1
7日
の
毎
週
火
曜
日

（
全
三
回
）
、
午
後
７
時
～
９
時

会

場
小

蛍
原
体
育
館
　
費
用
無
料

圉
当
日
会
場
で

圜
体
育
指
導

委
員
・
市
村
登
4
2・
6

1
9
0
番
（
夜
問
の
み
）

保
健
・
衛
生

ツ

ベ

ル

ク
リ

ン

反

応

・
Ｂ

Ｃ

Ｇ

予
防

接

種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
＝
９
月
３
日

㈹
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

＝
９
月
５
日
米
、
各
午

後
１
時
～
２
時
1
5分

会
場
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
　
対
象
生
後
三
ヵ
月
以

ヒ
四
歳
未
満
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
て
い

な
い
人

圃
予
診
票
の
な
い
人
は
、
直
接
各
保

健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
健
康
相
談

室
で
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
（

ガ
キ

に
次
の
要
領
で
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松

戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三
椏
戸
車

甲
央

保
健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防

衛
生
係
（
≪
6
6・
7
4
8
4

番
）
へ

ハガキ記入要領

ツベルクリン 反応

BCG　 申し 込み

住所

保護者氏名

子どもの氏名

子どもの生年月日

電話番号

募
集
し
ま
す

○

次

回

掲

載
分

に

つ

い
て

品
物

を
譲
り

た

い
人

は
、
８

月
2
9
日
(
木
)
ま
で
に
、
電
話
で
申

し

込

ん
で
く

だ

さ

い
（
一

人
三

点

ま
で
）
。
９
月
2
5日
号

に
掲

載

し

ま
す

。
価

格
は

一
万
円

ま
で

で
、
衣

料
品

・
食

料
品

・
自

転

車
な
ど
は
扱

い
ま
せ
ん
。

圖
消

費
生
活

セ

ン
タ

ー

容
6
6・

7
3
2
9

番

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

団

員

（
男

・

女

）

募

集
　
　
　
　
　
　
　

一
。

毎

月
三

回
日

曜
日
　

会
場

各
地
区

の
公
園
な
ど
　
対
象
幼
稚
園
年
長
か

ら
小

学

校
四
年

生
　

費

用

月
四

千
円

程
度

（
各

団

に
よ

っ
て
違

い
ま

す
）

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

を
記
入

し

て
、

〒
９
］松

戸
市

中
金

杉
三

の
ニ

ー
五
上

浦

原
（
登
4
4
・
7

7
9
2

番

）
　へ

利
根
川
水
系
ハ
ダ
ム
の
貯
水

率
は
８
月
2
0日
現
在
三
七
％

で
す
。

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

黷
松
戸
市
水
道
部
庶
務
課

市
立
保
育
所
臨
時
職
員
（
保

母
・
看
護
婦
）
募
集

職種  保母  看護婦圃
９
月
1
0
日
(
火
)
ま
で
に
保
存
課
へ

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

９
月
上
旬
に
、
平
成
８
年
６
月
１

日
～

７
月
3
1
日

生
ま

れ
の
人

に
予

防

接

種
の
通

知
を

し
ま

す
。
ま

た
、
左

表

に
該
当

す

る
人
は
申

し
込

み

が
必

要

で
す

の
で
、

直
接

各
保

健
セ
ン

タ

ー

・
各

支
所

の
市
民

健
康
相

談
室

で

申

し
込

む
か

、
ま
た

は
（

ガ
キ
に
下

記
の
要
領
で
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市

竹

ケ
花
七
四

の
三
松

戸
市

甲
央
保

健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防
衛

生
係
（
容
6
6・
7
4
8
4

番
）
へ

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

個
別
接
種
受
託
医
療
機
関
・
集
団

接
種
会
場
で
交
換
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

希望する予防 接種名

(複数可)

初めてまたは

今まで受けた日付け

回受けた

年　 月　日

住所

保護者氏名

子どもの氏名

子どもの生年月日

電話番号

（ｉ）平成８年６月１日～７月31日生

まれで ８月15 日以降に住民登録をし た

人

=（２）予診票（旧問診票）を持ってい

ない下 記の人

＜幼児＞
・ ３ヵ月以上４歳未満でツ反 ・ＢＣＧ

の予防接種が済んでいない人

・ ３ヵ月以上７歳６ヵ月未満でポリオ

の予防接種が２回済んでいない人

い3 ヵ 月以上７歳=6ヵ月未満でＤＰＴ

の予防 接種が４回済んでいない人

・１歳以上7歳６ヵ月未満で麻しん、

風しんの予防接種が済んでいない人

１３歳以上７歳６ヵ月未満で日本脳炎

の予防 接種が３回済んでいない人

＜小・中学生＞

・小学４年生以上13 歳 未満および中学

２年生以上16 歳未満で日本脳炎の追

加接種をし ていない人

・小学６年生以上13歳未満でＤＴ第２

期=（旧ジフテリア第３期）の接種が

済んでいない人

・中学２年生以上16 歳未満で風し んの

予防接種が済んでいない人

千

葉

街

並

み

景

観

賞

・

千

葉

ふ

る

さ

と

住

宅

提

案

を

募

集

募
集
内
容
「
あ
な
た
の
知
っ
て
い

る
素

敵

な
と

こ

ろ
」
（
カ

ラ

ー
写

真

四

ツ
切

判
）
・「

増
改

築
を
考

慮
し

た

ロ

ン

グ
ラ
イ

フ
の

住
宅

」
（
設

計

課

題
）
　
応
募
期
限
９
月
９
日
(
月
)
ま
で

〔
設

計

課

題

資
料

請

求

期
限

は
８

月

3
0
日
(
金
)
〕

厚

十
葉
県

都
市

部
住

宅

課
住
宅

計
画

班
容
0
4
3
・
2
2
3
・
3
2
2
6
番

実

用

新

案

等

商
品

化
案

件

を

募

集
対
象
既
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
、

出
願
手
続
き
中
の
特
許
・
実
用
新
案

で
商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

圉
1
0
月
3
1
日
(
木
)
ま
で
に
、
登
録
申
込

書
に
記
人
し
て
、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央

区
中
央
四
の
一
七
の
三
袖
ケ
浦
ビ
ル

七
階
(
財
)
千
葉
県
工
業
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー
（
0
4
3
・
2
2
2
・
6
1
1
2
番
）
へ 千

葉

県

発
明

考

案

展

作

品

募
集

対
象
県
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
県

内
の
法
人

出
品
物
最
近
登
録
し
た

か
出
願
中
の
特

許
・
実
用
新
案
・
意

匠
に
関
す
る
現
品

・
見
本
・
ひ
な
型

で
、
容
積
は
各
辺
一
・
五
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
以
内
、

重
量
七
十
キ
ロ
以
下
の
も
の
　
費
用
出

展
料
は
無
料

糸
作
品
は
平
成
９
年
２
月
2
1日
倒
～

2
3
日
(
日
)
の
間
、
ら
ら
ぽ
１
と
一
階

セ
ン
タ
ー
コ

ー
ト
（
船
橋
市
）
で

展
示
し
ま
す
。

匣
1
0
月
3
1
日
(
木
)
ま
で
に
、
〒
2
6
0
千
葉

市

甲
央
区
長
州
一
の
九
の
一
県
庁
南

庁
舎
内
(
社
)
発
明
協
会
千
葉
県
支
部

（
容
圓

・
２

・
0
6
6
8

番
）
へ

リ

サ

イ

ク

ル

広

場

ハガキ記入要領

対　象

募集人数

賃　金

交通費

勤務日時

保母資格がある人| 看護婦免許がある人

若　千　名

時給900 円　　｜　　時給1,310円

日額360 円まで（上限）

月～金曜日…午前9時～午後4時

土曜日…午前9E時～午後0時30分

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
は

①女性健康体操

②中高年者健康

体操

③イン ディ アカ

④女性サッカー

⑤三歳児親子健

康 体操

9/3 ～10/29 の毎 週

火曜日（9/17を除

く 全8 回） 午前9 時～

11 時

9/5 ～11/21 の毎 週

木 曜 日(9/19 。
１０／１０を 除 く 全10

回） 午後 １時～ ３時

9/6 ～10/4 の毎 週金

曜日（全5回）午後7

時～9 時

9/19 ～10/24 の毎週

木 曜日(10/10 を除

＜ 全5 回 ） 午前10 時

～正 午

9/21 ～11/30 の毎週

土 曜日 （11/23 を除

＜ 全10 回 ） 午 前10

時～11 時30 分

和名 ケ 谷 スポ
ーツ セン タ ー
多目的ホール

新 松戸 南小 学
校体 育館

横 須賀
中 央公

園 （ 雨天 時は
青 少年 会 館 体
育室）

運 動 公園 小 体
育室

成人女性

50歳以上

の人

一般

成人女性

平成4年10 月
１日～5 年4月
１日生まれの
子とその親

先着各40 人

先着各30 人

30 組(抽選)

無
　
　
料

ソフトテニス大会

壮年（シニア）大会

〔国際 ルール〕

職域対抗大会

〔日本ルール〕

秋季クラブ対抗大会

〔国際ル ール〕ラン

ク別

9/15(祝)午前

８時30 分受

け 付け､9 時

試合開始

9/23(祝)午前
８時３０分受

け付け､9 時

試合開始

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場

市 内 在 住 ・ 在

勤・在 クラブ の

45歳以上の人

〔年 齢 別〕( １人

でも参加可)

市内職 域クラブ

(1団体3 チーム)

連盟加 盟ク ラブ
(1団体3 チーム)

一 般の 人も チー
ムとして参加可

1人2,000円

1団体

6,000円

ハガ 牛に 住

所・氏名・年
齢・電 話 番
号・前衛／後
衛の区別を記
入して下記ヘ

ハガ半に職場
名・出場者名
を記入して下
記へ

9/6(金)までに、
所定の振込用
紙にて

広報 1996 年(平成８年)８月２５日



見にlfiこう 聴いてみよう

＝文化施設だより＝

戸定歴史館  62-2050

期間  内容

市民 会館　 酋68-1237番
期日  内容  開演時間  問い合わせ先

市民劇場　昔68-0070番
期日　｜　　　　　　 内　 容　　　　　　　| 開演時間|　　　　 問 い 合 わ せ 先

文化ホ ールギャラリ ー　昔67-7810番

松戸駅市民ギャラリー　S66-7462番
‾9/5(木)まで  6(金)～19(木)  20(金)

～10/3(木)

21世紀の森と広場パークセンター  45-8

900

森のホール21 e84-5050番
期日  内容(☆印は有料）開演時間  問い合わせ先

期間  内容

健康保険証を忘れずに

チケットガイド

指揮ジ ン ・ワン　 ピ アノ小山実稚恵
内 容「モーツァルトプログラム」ピ アノ協奏曲

第23 番 ，交響曲第41 番他

費 用S/5,000 円　Ａ/4,500 円　Ｂ/4,000 円

学 生/2,500 円

会場森のホール21大ホール　開演午後２時

大西順子６
ジャズ・コンサート

出演者大西順子、多田誠司、川島哲郎

岡 崎 好 郎 、荒 巻 茂 生 、原　 大 力

費 用全席指定4,000 円

会場森のホール21 大ホ ール　 開演午後 ６時30 分

○お気軽にご相談ください　９月の相談あんないＯ
相 談 名

交通 事故

市政･一般

法律相談☆

税務 相談

登記 相談

行政 相談

住宅 相 談

外国人相談

労 働 相 談

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

◆テレホン案内サービス

………容66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………≫65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

千
葉
地
方
法
務
局

市
援
護
課
庶
務
係

午前10時～午後4時午後1時～7時午前10時～午後4時午前9時～正午

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

ゆ う ま つ ど

こころの 相 談

女性 就業 相談

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

{すくすくﾃﾚﾌｫﾝ}

※相談はすべて無料 です。☆ 印の相談は予約 をお願いします。

3(火)

6(金)

10(火)
13(金)

17(火9

20(金)

24(火)
27(金)

月～金曜日

救急医療体

制

展
示
 
 
催
し
物
 

相
談

入館時間…午前９時～午後４時30 分(月曜日は休館)

｢農とふれあう作品展」　ＪＡ女性部

[ハープとホームアロ マテラピー展] 企画展

｢小さな 森の作品展｣ 辺の会

野草ウ ォツヂング　 講師 …自 然解説員・川端祥子氏

昆虫ウ ォツヂング　 講師 …自 然解説員・佐藤隆士氏

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電 話でも 受け 付け ま す)

8/27(火)～9/ 1(日)

9/3(火)～　15(祝)

18(水)～29(日)

9/ 7(土)午前10時～11時30分

15(祝)午後2時～3時

当日パ ークセンタ ーで受け付け（先着25 人）　費 用…無料　 ※雨天中 止

毎週 水 ・土 ・日曜日と 祝日

午前10時卜正午・午後１時～４時

東

西

緑樹会

洋画展

岡川島昔印 一2449 番

いっおうとぅえん乙翁陶苑

生活雑器の陶芸展

讖乙翁 43-4ﾜ12 番

日本画サークルふきのとう

第３回作品展

頚松井登85－8266 番

馬橋洋画サークル

第12回作品展

固 福田S44-7ﾜ5ﾜ 番

松戸ボタニカルアートＯＢ会

第３回作品展

圖川端  43 ―8409 番

墨絵リんどうの会

日本画展

蹇和田≫62 ―0934 番

期間  内容  問い合わせ先

8/27(火9～９／１(日)

９／ ３(火)～　　8(日

) 13(金)～　15(祝

) 18(水)～　22(日)

24(火)～　29(日

) 25(水)～　29(日)

書嶽社書展

名美の会作品展

松戸市婦人グル ープ 展

みのり写 真会作 品展

松戸市小中 学校 理科作品展

陶芸クラブ 清窯 会作品展

萌樹会展覧会

小金原老人福祉 セン ター書道ク

ラブ20 周年記念展覧 会

朴山会書展

書嶽社

名美の会

市教育委員会社会教育課

みのり写真会

市教育委員会指導課

清窯会

萌樹会

小金原老人福祉センター

朴山書院

s42－0873番

a63-7875番
音66-7462番
f67-7420番

公66-7458 番
041-1434 番
音64一9786番

音41-9071番
開館時間…午前10時～午後６時（月曜日は休館）

8/25(日)

29(

木)- 31(

土)9/ 1(日)
- 14(

土)15(

祝)21(
土)- 22(

日)

ピ アノ発表会

親子平 和映 画鑑賞会

コント ラバス　 アンサンブル

ピア ノコン サート

合唱発 表会　　 ☆

く らし の講座 東 葛市 民生協

合唱 音楽祭

ピア ノ発表会

英語 スピ ーチコンテスト

演奏 会（ヴィ オラ 、ピア ノ）

10:30
-
14:00

-
19:00

-
10:30

-

14:00

-
10:00

-
13:30

-
13:00

13:00

-
14:00

鈴木マリ子

市総務部総務課

若林昭

石川 真利子

浅井 由美子

清水旻

進 藤文 之進

斉 藤素子

附 国際交流協会

岡 本潤也

50471 -45-9805 番

O66-7305 番

tt45-1863 番

044-6994 番

≫67
―8613

番

064-7473 番

豐46
－6207

番

c61-6036 番

O66-7310 番

o49
―4665

番

※月曜日は休館。☆印の つい ている催し 物は 有料です。

8/25 日

9/ 6(金

) 8(日)

12(

木)-

13(

金)
-

20(
金)- 29(

月)

※月曜日は休館 。☆印 のついている催し 物は 有料です。

松戸民踊愛 好会チャリティ民踊 大会

さとう宗幸 野の花コン サート　PART  VI☆

若生流一葉会20 周年記念舞踊発表会

松 戸音楽 フェ スティ バル「山下洋輔十囗バの

音楽座もけらもけらコンサート」 ☆

松戸友の会講演会琿峻淑子「ほんとうの豊かさ

とは」 ☆

アンサンブル・ピアヂェーレ第3回定期演奏会☆

第 ６回尾崎一夫 歌謡 教室音楽祭

］
松戸民 踊愛好会

労音東葛センタ

若生舞踊連合会

松戸東 子ども 劇場

松戸友の会

豐46－2255番
B65-9911 番

Q84-0504 番

≫0471 ―73一司26番

アンサンブル･ピアチェーレ 昔44-4626 番

読売日本交響楽団演奏会･9/8(日

)

11/9(土

)

取扱時間　午前10 時～午後４時

O84-5050 番（月曜日は休館）

森のホール21　チケットセンター

大
　
　

ホ
　
　
　
ー
　
　

ル
　

ー
小
　
ホ
　
ー
　
ル

8/31(土)

９／ １(日)

- 8(

日) 10(火

)- 12(木

) 15(祝

) 22(日

)一 25(水

)8/31(土)
-
9/1(日)

7(

土9
-

8(日

)
-

14(土)

15祝)

19(

木)

災害 死亡者 ゼロをめざし て　　 ☆

地震ＦＯＲ東海林＆ＴＯＳＨI

ペギー葉山コンサート～歌ある限り～ ☆

読売 日本 交響楽団演奏会～ 珠玉 のモーツ

ァ ルト～　 ☆

劇団 四季 のミ ュージカ ルコメディ( 完売)

｢ クレイジ ー・フ ォー・ユー｣ ☆

ペン ヂャーズジ ャパンツ アご96　 ☆

秋の歌謡祭

児童 アニ メ映画会　　　　 ☆

倍賞千恵 子コンサート96

～いまからここから～　 ☆

音楽発表 会

第15 回松戸民演発表会

松戸 国際高校Ｏ Ｂ吹奏楽団 第３回演奏会

第 １ 回千 葉県 うたごえフェ スティ バル☆

ピ アノ発 表会

第22 回尺 八苔山会演奏会

交通安全の集い

14 : 30

18:30
-
16 : 00
-

14:00

一

18 :3

0
-
18:30
-
9 ：30

一
14:00
-

18：30

-
13：O0
-
10 : 00

一
17:00

-13：00
-
13:30
-
11 :O0
-
13 : 00

GYOKAIYA

労音東葛センター

松戸市文化振興財団

劇団四季予約センタ･

中村圭秀

合85一4190番

S65-9911 番

O84-5050 番

50120 ―489444番

‾65-991

1番昔68－8640 番
ファミリーフィルム.003 ―3419 ―7261 番

労音東葛センター　　　B65-9911 番

塩 谷伸志子

成嶋武士

目黒 公実

田中 真一

笹山 真樹

佐々 木茂

松戸東警 察署

088-9496 番
酋41－3572番
≫88―5580番

O03-3600-2410 番

85-571549-0110番i

９／１(日)～29(日)､午後１時

15 分･３時15 分から15 分間

(土・日･祝一休日は午前11時

からも上映)

9/18 ～11/20 の

毎週 水曜日[ 全10 回]

午前10 時30 分～ 正午

9 /22(日)

午前10時～午後4時

9/23(祝)

午後1 時30 分～3 時30 分

入館時間…午前9 時30分～午後４時30分　観覧料…一般300円･高大学生150円･小中学生100円(第

2・4土曜日は、小・中学生は無料です) 休館日…月曜日(祝・休日に当たるときは翌日)・第４金曜

日(館内整理日) 総合展示解説ツアー…毎週圭 一日曜日と祝日の午後２時から30 分問 、解説員によ

る総合展示解説ツアーを圜催しています(参加者は観覧料が必要です)。

ハイビジョン 映像「人と森 林」

※10/1(火)からは「世界の自然遺産/屋久島」（30分間）を上映します。

会場瀰堂　 観覧無料

古文書を読 む［近世中級編］

講師渡 濂一郎氏（筑波大 学名誉教 授） 対 象一般（古文 書を学んだこ とのあ

る人。独学可 ） 定 員30 人（抽選） 費 用3,000 円程度（テキスト代）

匣 ９月 ６日銜 までに 往復 八力キに 住所・氏名 ・電話番号を記入し て ，〒270

松戸市千 駄堀671 松戸市立博物館「古文書を 読む」係 （酋84 －8272 番）へ

水戸 道中松 戸宿をあるく

内容 松戸 駅を 出発し て松戸 宿内の寺社 ・史跡を めぐ り ，矢切の 渡しを 経て

柴又 帝釈天 まで（一部 パス利 用） 講師 小高昭一（博物館 学芸員） 対 象中

学生以上　 定 員15 人（抽選） 費用交通費 実費

［兩９月１０日(火)までに往復ハガキに住所・氏名・電話番号を記入して，〒

270 松戸 市千 駄堀671 松戸 市立 博物館「水戸 道中 松戸 宿をあ るく 」係（

84-82ﾜ2 番） へ

松戸 の歴史を語る

内 容松戸市域の民 俗調査を糸口に松戸の歴史を 語る　 講師福 田アジ オ氏

（新潟大学教 授） 定 員8C 人（抽 選） 会堀講堂　 費用無料

匣９月１３日(金)までに往復ハガキに住所・氏名・電話番号を記入して，〒

2ﾜO 松戸市千 駄堀671 松戸市 立博物 館「松 戸の歴 史を語る 」 係（n84 －

8272 番） へ

博物館　酋84－8181番

9/23(祝)りまで

通常展「徳川昭武

とその時代」

慶応３年(186ﾜ 年)､将軍徳川慶喜の命でパリ万国博覧会に派遣された徳川昭武は

その後、日本の代表とし て各国を歴訪したのち、最初で最後の大名留学生となり

ました。昭武の生涯を通じて19世紀末から20 世紀初頭の世界を展観します。

入館時間…午前９時30 分～午後４時30分〔月曜日は休館（祝・休日に当たるときは翌日）〕 入館料

常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

消費生活センター

昔65一6565番

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(S61-4089番)でも行っています。

期　　日　　　　時　　間　　　 会　場

月 ～金 曜 日

毎週火･木､第2月曜日

第 １ 月曜 日

第 ２ 金曜 日

第 ３ 金曜 日

第 ２ 月曜 日

毎 週水 曜 日

第 ２・第 ４火 曜 日

第 １ 月曜 日

午前9時~午後5時　｜

午前8時30分～午後5時午後1時～5時午前9時～正午‾午後1時～5

時‾午後1時～4時30

分‾午後1時～3時

午前10時～午後4時‾午前9時～正午

‾午後1時～5時

市民相談室

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市

民

相

談

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

商工観光

課労政係

社
会
福
祉
協
議
会

昔
6
8・
0
5
0
3番

心

配

ご

と

相

談

人権相談

第1～第４金曜日

3(火)

4(水)

5(木)

午前10時～午後3時

市役所相コーナー

小金支所

常磐平支所

小金原市民センタ

ー
※相談は千葉地方法務局松戸支局(≪63一6278番)でも毎日行っています。

第1 ～ 第 ４ 金 曜 日

2(月)

3(火)

3(火9

4(水)･18(水)

4(水)･18(水)

5(木)･19(木)

毎 月 第 ２ 火 曜 日

第 １ ～ 第 ３ 月 曜 日

第 ４ 月 曜 日

火･ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小全原市民センﾀｰ
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